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所信表明所信表明
令和５年度令和５年度
阿久根市　施政方針阿久根市　施政方針

「
東
シ
ナ
海
の
宝
の
ま
ち　

あ
く
ね
」
を
次
の
世
代
へ
―
―
。

to the 
to the NNext

ext　

～
次
へ
向
か
っ
て
～

　

～
次
へ
向
か
っ
て
～

for the 
for the NNext

ext　

～
次
の
た
め
に
～

　

～
次
の
た
め
に
～

阿
久
根
市
長　
　

西　

平　

良　

将

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
、
市

民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
「
市
政

の
安
定
」
を
図
り
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

夢
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
向
け
て
の
施
策

に
取
り
組
み
、「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と

づ
く
り
」か
ら
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

未
来
を
切
り
開
く
人
材
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
間
、
私
が
思
い
描
く
施
策
の
展
開
が

十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
人
と
人
と
の
交
流
の
場
が

失
わ
れ
、
触
合
い
が
希
薄
に
な
っ
て
い

く
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
方
々
と

の
対
話
や
信
頼
に
よ
る
連
携
、
協
働
を

通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め

て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
深
く
憂
慮
す

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
危
機
感
か

ら
、私
は
今
回
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

「to the Next

」
～ 

次
へ
向
か
っ
て 

～

「for the Next

」
～ 

次
の
た
め
に 

～

を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
に
新
た
な
視
点
を
加

え
て
、「
海
」、「
里
」、「
山
」
の
３
つ

の
地
域
資
源
を
「
た
か
ら
」
と
し
て
互

い
に
連
携
さ
せ
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発

展
と
故
郷
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
取
組
の
重
要
性
を
市
民
の
皆
様
に
訴

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
今
後
４
年

間
の
取
組
の
基
本
を
、「
海
を
拓
く
」、

「
里
を
守
る
」、「
山
を
育
て
る
」
を
柱

と
し
て
、

・
豊
か
な
恵
み
を
生
か
し
た
循
環
型
経

済
の
促
進
、

・
生
活
の
平
穏
を
守
る
安
ら
ぎ
の
基
盤

づ
く
り
、

・
多
彩
な
人
々
に
よ
る
未
来
の
創
造

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

　　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
推
進
す
る
た
め
、
副
市
長

を
２
名
体
制
と
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
各
分
野
に
知
見
の
あ
る
方
々

を
「
た
か
ら
の
ま
ち
」
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
新
た
に
活
用
し
、
地
域
再
生
へ

向
け
て
の
大
胆
な
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
４
期
目
の
初
年
度
と
な
る
令
和

５
年
度
を
、
阿
久
根
市
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

　

国
外
で
続
く
戦
争
や
紛
争
、
気
候
変

「
海
」「
里
」「
山
」
の
３
つ

の
「
た
か
ら
」
の
連
携

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
施

策
を
推
進

新
た
な
視
点
に
よ
る
施
策

の
再
構
築
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動
に
よ
る
災
害
や
大
規
模
地
震
の
発

生
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
や
経
済
へ
の
影

響
は
、
地
方
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
も
将

来
へ
の
大
き
な
不
安
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
で

人
々
の
生
活
様
式
や
意
識
が
変
化
し
た

今
、「
阿
久
根
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
掲
げ
た
「
帰
っ
て
き
た
く
な
る　

行
っ
て
み
た
く
な
る　

東
シ
ナ
海
の
宝

の
ま
ち　

あ
く
ね
」
の
将
来
像
の
実
現

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
課
題
を
抱
え
る

時
代
の
転
換
期
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を

克
服
す
る
た
め
の
英
知
が
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
市
民
一
人
一

人
が
こ
の
ま
ち
の
未
来
を
考
え
、
一
丸

と
な
っ
て
大
胆
な
取
り
組
み
を
始
め
る

時
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
に
当
た
り
、
各
分
野
で

知
見
を
有
す
る
専
門
家
の
意
見
や
提
言

を
広
く
求
め
、
新
た
な
視
点
に
よ
る
施

策
の
再
構
築
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
と

協
働
し
て
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

阿
久
根
市
は
昨
年
、
市
制
施
行
70
周

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
記
念
式
典
の
中
で
私
は
、「
ま
ち

づ
く
り
へ
の
真
摯
な
取
り
組
み
を
重

ね
、
新
た
な
歴
史
の
扉
を
開
い
て
ま
い

り
た
い
」
と
の
決
意
を
申
し
述
べ
ま
し

た
。

日
々
の
取
り
組
み
は
、
新
た
な
扉
を
開

く
歩
み
で
す
。

「to the Next

」
～ 

次
へ
向
か
っ
て 

～

「for the Next

」
～ 

次
の
た
め
に 

～

着
実
な
歩
み
を
重
ね
、「
東
シ
ナ
海
の

宝
の
ま
ち　

あ
く
ね
」
を
し
っ
か
り
と

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、「
不ふ
く
つ
ふ
と
う

屈
不
撓
」

の
精
神
で
４
期
目
の
任
期
を
全
力
で
駆

け
抜
け
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
表
明
及
び
施
政
方

針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

33つのつの
「たから」
の連携

海海

里里

山山

観光を機軸にした交流
人口の増加や移住定住
の促進、産業の振興に
よる恵みを地域経済に
還元する取り組みなど
を進め、このまちの「恵
み」である一つ一つの

「たから」がつながり
豊かさの環が広がるま
ちを目指します。

子ども・子育て支援と
高齢者や障がい者の生
きがいづくりの支援を
推進するとともに、市
民が安心して暮らせる
環境づくりを行い、ま
ちに生き生きとした暮

らしが広がる取り組み
を進め、一人一人の「た
から」が支えあって生
きる安らぎの基盤を築
くことを目指します。

持続可能なまちづくり
に向けた再生可能エネ
ルギーの活用や環境対
策に取り組むととも
に、次代を担う人財を
育てる環境整備などを
進め、このまちの「人」

の実りを育み、一本一
本の「たから」が力強
い幹に成長し次へのつ
ながりを目指します。

　　　　を拓く

　　　　を守る

　　　　を育てる

着
実
な
歩
み
を
重
ね
、
次

の
世
代
へ
つ
な
ぐ

豊
か
な
恵
み
を
生
か
し
た

循
環
型
経
済
の
促
進

生
活
の
平
穏
を
守
る

安
ら
ぎ
の
基
盤
づ
く
り

多
彩
な
人
々
に
よ
る

未
来
の
創
造

3



令和５年度令和５年度
阿久根市　施政方針阿久根市　施政方針

各分野への
取り組みの方向性

それぞれの項目における具体的な事業などについては、

４月号に掲載します。

◉意欲ある担い手の確保に取り
組み、活力ある農業づくりを目
指します。
◉「たからのまち」マネージャー
を活用し、
　・将来の森林整備の方向性を
　　検討します。
　・魚食普及や新たに水産物の
　　ブランド化を図ります。
　・「食」「体験」「宿泊」をつ
　　なぐ仕組みを構築します。

◉子どもたちに良好な教育環境
を提供するという視点を重視
し、保護者や地域住民の意見も
踏まえながら、個々の学校の状
況に応じ、学校規模適正化を検
討します。
◉「あくねよかとこ教育」を通
して、故郷を愛する子どもたち
の育成に取り組みます。
◉「燃ゆる感動かごしま国体」
では、大会成功に向けて取り組
みます。

◉市民の防災意識の向上と地域
の防災組織の強化に努めます。
◉大規模な災害に備え、必要な
物資の備蓄を行います。
◉住民参加型の訓練などを通し
て、避難計画の実効性を高め、
原子力防災に努めます。
◉消防・救急体制の確立、消防
車両や資機材の計画的な整備な
ど、消防力の強化を図ります。
◉消防団員などと連携し、地域
防災力の強化に努めます。

◉老朽化した公園施設の改修を
進めます。
◉県の名勝に指定されている

「牛之浜海岸」周辺の眺望確保
のため、国道事務所と連携し、
国道３号沿線の樹木伐採を行い
ます。
◉民間住宅の防災対策として、
危険空家等解体撤去事業、がけ
地近接等危険住宅移転事業など
を進めます。

番所丘公園 旧国民宿舎跡地 青果市場跡地 北薩横断道路

　新たな観光拠点の
一つとなるオート
キャンプ場の開場に
向け準備を進め、施
設の充実に努めます。

　活用に向けた取り
組みを進め、跡地の
魅力を高める環境整
備に努めます。

　有識者などと連携
し、整備手法や担い
手、運用方法の検討
を行い、活用の具体
化に向け県と協議を
行います。

　県、北薩空港幹線
道路整備促進期成会
と連携して整備促進
に取り組みます。

産業

土木消防教育

4



◉整備された発電施設の有効活
用を図り、地域新電力会社の設
立に向けた検討を進めます。
◉地域おこし協力隊や「たから
のまち」マネージャーを活用し、
移住定住を促進します。
◉マイナンバーカードを活用し
た住民サービスの利用促進に努
めます。
◉住民の利便性向上のため、デ
ジタルトランスフォーメーショ
ン（ＤＸ）の研究を進めます。

◉ふるさと納税、国の制度など
を活用し、子どもの保育料を無
償とします。
◉「たからのまち」マネージャー
を活用し、子ども・子育て支援
の施策の推進を図ります。
◉質の高い療育を受けられるよ
う子ども発達支援センターの充
実に努めます。
◉高齢者等福祉タクシーの利用
者の所得要件を撤廃し利便性の
向上を図ります。

◉ごみ出しが困難な要介護者な
どの世帯を対象に、戸別収集の
取り組みを進めます。
◉各種団体と協力し、生ごみ堆
肥化事業などごみ分別の徹底を
図ります。
◉生成された生ごみ堆肥は、関
係機関と連携して有効活用策を
講じます。
◉海岸漂着物等地域対策推進事
業の継続、小型合併処理浄化槽
の整備支援を強力に進めます。

◉地域住民に対するサービス水
準の維持・向上を図ります。
◉宮之前水源地から桜ケ丘配水
池までの送水管更新に着手しま
す。
◉老朽管の耐震化更新に取り組
み、水道水の安定供給に努めま
す。

新型コロナ
ウイルス感染症

地域産業の
振興策

南九州西回り
自動車道

サンセット
牛之浜景勝地

　引き続き感染対策
に取り組むとともに、
市民生活と社会経済
活動を支えていくた
め、各種施策を実施
します。

　ふるさと納税寄付
額増に向けた取り組
み、新たな創業や雇
用の確保などへの支
援を行います。

　「阿久根川内道路
建設促進協力会」の
決起大会の本市開催
など、国・県などと
連携して早期開通を
目指します。

　道の駅建設に向け、
国などへの要望活動
を更に積極的に展開
し、用地取得に向け
た動きを加速させま
す。

重
点
施
策

予算
　令和５年度の本市の予
算は、「まちづくりはひと
づくりから」の基本理念
に基づいて「東シナ海の
宝のまち　あくね」を次
の世代につなぐため、健
全財政を堅持しつつ、将
来を見据えた真に効果の
期待できる取り組みを推
進し、市民福祉の増進を
目指し編成しました。
　歳出予算においては、

「海」「里」「山」の連携に
よるまちづくりを目指し、

「海を拓く」「里を守る」「山

を育てる」という基本的
な考え方に視点を置いた
施策、事業を展開します。
　歳入面では、一般財源
総額は、前年度並みとなっ
ており、特定財源におい
ては、国・県の補助金な
どや有利な地方債などを
活用するとともに、「ふる
さと納税」の更なる推進
により稼ぐ力を充実する
など自主財源の確保に努
めながら、効率的な財政
運営を図っていくことと
しています。

まちづくり 福祉・

健康・医療
環境衛生

水道
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『暮れ行く海岸線』　
撮影者：牛ノ浜 俊一さん

優秀賞

『大川の美しい小川』　

撮影者：山崎 淳子さん入選
『道の駅から』　
撮影者：尾上 綾美さん

入選

『ボンタンの魅力ぎゅっと』　
撮影者：松沼 美優さん入選

『仲良しボンタン』　

撮影者：にゃひさん入選

『虹色の出初式』　
撮影者：田中 繁さん

優秀賞

『３号線から観た大川島海水浴場』　

撮影者：アーマーさん入選

6

あくねフォトコンテスト「阿久根の冬」にご応募いただき
ありがとうございました。応募作品の中から入賞作品 14
作品を掲載いたします。受賞者の方々には阿久根の特産品
をお送りいたします。

募集テーマ

「阿久根の冬」



『雪のおれんじ鉄道』　
撮影者：松永 幹男さん

最優秀賞

『ハマジンチョウの華』　
撮影者：川原 健一さん

入選

『冬の待ち時間』　
撮影者：青龍 琴未さん入選

『春はすぐそこ』　
撮影者：kouki さん入選『ブンタン♪』　

撮影者：脇 駿喬さん
入選

『落葉』　
撮影者：大田 幸成さん優秀賞

『ホっとココア』　
撮影者：kagoshima 吹上さん入選

7

市制施行 70周年記念事業

あくねフォトコンテスト
募集テーマ

「阿久根の冬」



（阿久根市・出水郡区） （阿久根市）

県議会議員選挙 市議会議員選挙
４月９日㈰ ４月 23 日㈰
投票時間 7:00 ～ 19:00 投票時間 7:00 ～ 19:00

 問 　選挙管理委員会事務局　☎ 73-1267  問 　選挙管理委員会事務局　☎ 73-1267

投票できる人 投票できる人
　満 18 歳以上 ( 平成 17 年４月 10 日までに出生 ) で、
令和４年 12 月 30 日までに阿久根市に転入手続きをし、
引き続き阿久根市の住民基本台帳および選挙人名簿に
登録されている人。
※鹿児島県の選挙権を有する人が、県内の他の市町村
に住所を異動した場合は、異動日によって投票所など
が変わる場合がありますので、選挙管理委員会にお問
合せください。

　満 18 歳以上 ( 平成 17 年４月 24 日までに出生 ) で、
令和５年１月 15 日までに阿久根市に転入手続きをし、
引き続き阿久根市の住民基本台帳および選挙人名簿に
登録されている人。

投票に行くときは、「投票所入場券 ( は
がき )」を持参してください。なお、
選挙ごとに入場券は別になります。
お間違いのないようにお願いします。

告示日（立候補者受付） 告示日（立候補者受付）
　  ３月 31 日㈮ 8:30 ～ 17:00
　   阿久根市役所３階 第２会議室

　  ４月 16 日㈰ 8:30 ～ 17:00
　   阿久根市役所２階 大会議室

期日前・不在者投票期間 期日前・不在者投票期間
　  ４月１日㈯～４月８日㈯ 　  ４月 17 日㈪～４月 22 日㈯
◉期日前投票所

開設日 投票時間 開設場所 対象地域
４月１日㈯
 ～４月８日㈯

8:30
 ～ 20:00

市役所公用車
管理事務所 市内全域

４月４日㈫ 9:00
 ～ 19:00 脇本地区公民館 市内全域

◉期日前投票所
開設日 投票時間 開設場所 対象地域

４月 17 日㈪
 ～４月 22 日㈯

8:30
 ～ 20:00

市役所公用車
管理事務所 市内全域

４月 18 日㈫ 9:00
 ～ 19:00 脇本地区公民館 市内全域

◉移動期日前投票所（バスの運行）
開設日 投票時間 開設場所 対象地域

４月５日㈬

9:00
 ～ 10:30

三笠分団黒之浜
班消防団詰所

黒之浜、大谷、
黒之上

11:30
 ～ 12:30 大漉集会施設 大漉

14:00
 ～ 15:00 隼人分館 小漉、八郷

４月 6 日㈭

9:00
 ～ 10:00 田代小学校 田代中、田代下

11:00
 ～ 12:00

尾原山村開発セ
ンター 尾原、米次

13:30
 ～ 14:30 旧大川中学校 的場、中屋敷、

仲仁田、川畑中
15:30
 ～ 16:30 旧尻無児童館 尻無

◉移動期日前投票所（バスの運行）
開設日 投票時間 開設場所 対象地域

４月 19 日㈬

9:00
 ～ 10:30

三笠分団黒之浜
班消防団詰所

黒之浜、大谷、
黒之上

11:30
 ～ 12:30 大漉集会施設 大漉

14:00
 ～ 15:00 隼人分館 小漉、八郷

４月 20 日㈭

9:00
 ～ 10:00 田代小学校 田代中、田代下

11:00
 ～ 12:00

尾原山村開発セ
ンター 尾原、米次

13:30
 ～ 14:30 旧大川中学校 的場、中屋敷、

仲仁田、川畑中
15:30
 ～ 16:30 旧尻無児童館 尻無

▷投票所をご確認ください
投票日当日の投票場所は、事前に送付される「投票
所入場券（はがき）」に記載されていますのでご確
認ください。なお、本券が無くても、投票所の受付
で本人確認ができれば投票できます。

▷期日前投票をスムーズに！
入場券の裏面に「宣誓書」が記載
されています。事前に必要事項を
記入していただくと、スムーズに
期日前投票が行えます。

 
【【  期期日日前前投投票票ののごご案案内内  】】  

  

このハガキには、２名
分までの入場券が印刷

されています。切り離
して

ご持参ください。投票
日に、仕事や用務等の

ため投票に行けない場
合は、

投票日前日まで期日前
投票ができます。その

際には、事前に下下記記のの
宣宣誓誓書書

にに期期日日前前投投票票日日、、氏氏名名
をを記記入入ししててくくだだささいい。。

 

 
期期日日前前投投票票のの場場所所  期期日日前前投投票票期期間間  期期日日前前投投票票時時間間  

市役所公用車管理事務所 

令和５年 

４月１７日(月)～ 

４月２２日(土) 

午前８時３０分～ 

午後８時００分 

脇本地区公民館 
令和５年 

４月１８日(火) 

午前９時 00 分～ 

午後７時００分 

□□問問合合せせ先先：：阿阿久久根根市市
選選挙挙管管理理委委員員会会（（電電話話

7733--11226677((直直通通))））  

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・②切り
離して，各自ご持参く

ださい。・・・・

・・ 

氏 名 

※期日前投票日、氏名を記入してください。 

　阿久根市選挙管理委員会委員長　様
令和 ５年 ４月　　日　

○ 仕事・学業・地域行事・冠婚葬祭など ○ 交通至難の島等に居住・滞在

○ 市外・投票区外に外出、旅行、滞在 ○ 住所移転のため、他市町村に居住

○ 疾病・負傷・出産など
○ 天災・悪天候

　私は、令和５年４月２３日執行の阿久根市議会議員選挙の投票日当日に次の事由に該当

する見込みであり、真実であることを誓います。

期期  日日  前前  投投  票票  宣宣  誓誓  書書

　阿久根市選挙管理委員会委員長　様
令和 ５年 ４月　　日　

○ 仕事・学業・地域行事・冠婚葬祭など ○ 交通至難の島等に居住・滞在

○ 市外・投票区外に外出、旅行、滞在 ○ 住所移転のため、他市町村に居住

○ 疾病・負傷・出産など
○ 天災・悪天候

　私は、令和５年４月２３日執行の阿久根市議会議員選挙の投票日当日に次の事由に該当

する見込みであり、真実であることを誓います。

期期  日日  前前  投投  票票  宣宣  誓誓  書書

・・・・・・・①切り
離して，各自ご持参く

ださい。・・・・

・・ 

氏 名 

※期日前投票日、氏名を記入してください。 
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第
31
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
開
催

日
頃
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
披
露

　

市
民
が
日
頃
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
披
露
す

る
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
を
２
月
５
日
、
風
テ
ラ
ス

あ
く
ね
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
阿
久
根
中
２
年
の
倉
田

姫ひ
め
か花

さ
ん
に
よ
る
市
民
憲
章
唱
和
や
、
令
和

４
年
度
の
体
育
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
表
彰
者
は
Ｐ
22
に
掲
載
）

　

生
涯
学
習
の
ひ
と
と
き
で
は
、
７
月
に
行
わ

れ
た
小
・
中
弁
論
大
会
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た

鶴
川
内
中
３
年
の
奥
園
こ
ゆ
き
さ
ん
と
議
長
賞

を
受
賞
し
た
大
川
小
６
年
の
古
田
芽め

い音
さ
ん
が

弁
論
発
表
を
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

B
A
M
B
I
の
活
動
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
生
涯
学
習
講
座
を
受
講
す
る
方
の
活

動
発
表
も
行
わ
れ
、講
座
「
初
歩
か
ら
の
踊
り
」

「
英
語
で
学
ぶ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
」「
初
め
て

の
二
胡
」
の
受
講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
上
で
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
部
で
は
、鹿
児
島
大
学
の
准
教
授
で
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
社
会
と
子
ど
も
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
る
金
子
満み
つ
るさ

ん
に
よ
る
、『
協

働
か
ら
響
働
へ
～
新
た
な
時
代
に
向
け
た
生
涯

学
習
の
意
義
と
可
能
性
～
』
を
演
題
と
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、講
座
「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
」「
書

道
」「
こ
ぎ
ん
刺
し
」
な
ど
の
受
講
生
に
よ
る
作

品
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊
設
備
整
備
費
補
助
金
事
業

高
規
格
救
急
自
動
車
を
新
た
に
配
備

市
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
開
催

事
業
所
の
枠
を
超
え
意
見
交
換
活
発

　
幼
児
、
児
童
生
徒
に
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
う
特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

関
係
機
関
が
連
携
を
図
る
市
特
別
支
援
教
育
連

携
協
議
会
を
、
２
月
24
日
に
阿
久
根
市
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
認
定
こ
ど
も

園
・
保
育
園
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
、

各
機
関
の
特
別
支
援
教
育
の
担
当
者
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
事
業
所
の
枠
を
超
え
、
課
題

の
共
通
認
識
が
図
ら
れ
る
な
ど
、「
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
の
整
備
」
に
向
け
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊
設
備
整
備
費

補
助
金
事
業
を
活
用
し
、
阿
久
根
消
防
署
に
新

た
に
高
規
格
救
急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
、
２
月

22
日
に
入
魂
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
車
両
の
特
徴
と
し
て
、
車
両
両
側
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
作
業
灯
を
備
え
、
災
害
現
場
で
の
活
動
、

救
急
隊
員
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
主
な
資
器
材
と
し
て
、
最
新
鋭
の
半
自
動

体
外
式
除
細
動
器
（
持
ち
運
び
で
き
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
）、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
積
載
し
、
救

急
隊
員
が
迅
速
、
安
全
で
確
実
な
処
置
が
で
き

る
よ
う
充
実
し
た
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9



市政ニュース

10

文
化
財
防
火
デ
ー　

防
災
訓
練

南
方
神
社
で
12
年
ぶ
り
の
防
災
訓
練

　
文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
防
災

訓
練
が
、
１
月
28
日
、
波
留
区
南
方
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鬼
神
面
な
ど
の
市
指
定
文
化
財
が
保
存
さ
れ

て
い
る
南
方
神
社
で
訓
練
が
行
わ
れ
る
の
は
、

平
成
22
年
以
来
、
12
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
波
留
区
の
役
員
や
神
社
の
氏
子
、

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
約
30
人
が
集

ま
り
、
初
期
消
火
や
文
化
財
の
運
び
出
し
な
ど

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
華
鶴
和
牛
」
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る

「
華
の
牛
肉
祭
り　
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」
が
、
２
月

１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
の
１
月
間
、
市
内
飲

食
店
12
店
舗
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
華
鶴
和
牛
の
上
質
な
部
位
を
使
い
、
ス
テ
ー

キ
、
焼
き
肉
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
丼
も
の
な
ど
、

各
店
舗
、自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
阿
久
根
市
飲
食
店
組
合
の
牧
正ま
さ
ひ
こ彦

組
合
長
は

「
華
鶴
和
牛
の
付
加
価
値
が
広
が
る
い
い
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
う
に
丼
・

伊
勢
え
び
祭
り
に
負
け
な
い
お
祭
り
に
な
っ
て

い
け
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
委
員

西
園
敦
子
さ
ん
を
任
命

　
令
和
４
年
阿
久
根
市
議
会
第
４
回
定
例
会
で

の
同
意
を
受
け
、
市
教
育
委
員
会
委
員
に
現
職

の
西
園
敦あ
つ
こ子
さ
ん
（
写
真
中
央
）
を
再
任
命
し

ま
し
た
。
西
園
さ
ん
は
、
中
学
校
教
諭
や
民
間

事
業
者
で
の
講
師
な
ど
の
経
験
が
あ
り
、
ま

た
、市
の
健
康
教
育
の
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
と
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
と
し

て
の
経
験
を
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要

事
項
の
審
議
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
任
期
は
令
和
９
年
２
月
16
日
ま
で
）

市
公
平
委
員
会
委
員

中
野
浩
治
さ
ん
を
任
命

　
令
和
４
年
阿
久
根
市
議
会
第
４
回
定
例
会
で

の
同
意
を
受
け
、
市
公
平
委
員
会
委
員
に
現
職

の
中
野
浩ひ
ろ
は
る治

さ
ん
（
写
真
左
）
を
再
任
命
し
ま

し
た
。
中
野
さ
ん
は
、
市
内
水
産
加
工
事
業
所

の
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
の
職
務
を
通
し
て

培
っ
た
、
雇
用
や
勤
務
条
件
そ
の
他
の
労
務
に

つ
い
て
豊
富
な
経
験
・
知
識
を
生
か
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
職
員
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
や
職
員
に
対
す
る

不
利
益
処
分
を
審
査
す
る
な
ど
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
任
期
は
令
和
９
年
２

月
16
日
ま
で
）

華
の
牛
肉
祭
り　

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
開
催

華
鶴
和
牛
を
楽
し
む
１
カ
月
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  西平良将市長の主な活動 ２月２月

阿久根市 市長の活動報告 検索

市ホームページもご覧ください。

阿久根フィロソフィ ～市職員人材育成の指針～

「率先垂範する」
　私たち職員は、地域においても自ら先頭に立って行動
し、市民の信頼を得る必要があります。
　阿久根市をより良いものとするために、役職に関係な
く、全ての職員が率先垂範する風土を創り上げることが
重要です。

２月 　　　　　     　活　動　内　容

２日 第２回鹿児島県障害者施策推進協議会（鹿児島市）

５日 第 31 回阿久根市生涯学習フェア

８日
第２回日本赤十字社鹿児島県支部評議員会（鹿児島
市）
鹿児島国道事務所との意見交換会

９日
地域公共交通活性化協議会

有害鳥獣捕獲対策協議会

10 日
市町村長研修会（鹿児島市）
鹿児島県酒造組合鑑評会表彰式及び祝賀会（鹿児島
市）

11 日 原子力防災訓練

13 日 男女共同参画審議会

14 日 JA 鹿児島いずみ農政協議会（出水市）

15 日 北薩広域行政事務組合理事会（出水市）

16 日
第４回原子力安全対策連絡協議会（鹿児島市）

北薩地域保健医療福祉協議会（薩摩川内市）

17 日
令和５年度当初予算記者発表

交通安全対策会議

20 日 産業祭実行委員会

22 日 高規格救急自動車入魂式

24 日
令和５年第１回市議会定例会本会議（提案説明・質疑）
第 70 回県下一周市郡対抗駅伝競走大会および第 36
回県地区対抗女子駅伝競走大会出水地区合同解団式

26 日 川内駐屯地創立 37 周年記念式典（薩摩川内市）

28 日 鶴翔高等学校卒業式

「to the Next」～次に向かって～
「for the Next」～次のために～

原
子
力
防
災
訓
練
実
施

３
年
ぶ
り
に
広
域
避
難
訓
練
実
施

　

２
月
11
日
に
、
県
と
川
内
原
子
力
発
電
所

か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の
９
自
治
体
が
主
催
す
る

原
子
力
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
３
年
ぶ
り
に
広
域
避
難
訓
練
と
防
災
講

習
会
も
実
施
さ
れ
、
折
多
地
区
の
方
約
80
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
た
「
鹿
児
島
県
原
子
力
防

災
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、

防
災
情
報
の
ア
プ
リ
で
の
通
知
や
、
避
難
所

の
受
付
で
は
、
ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
受
付
を
行
う
参
加
者

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
内
退
避
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
折
多
地
区

集
会
施
設
で
は
、
鹿
児
島
大
学
の
樗ち
し
ゃ
き木

直な
お
や也

准
教
授
に
よ
る
放
射
線
の
基
礎
知
識
に
関
す

る
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
後
は
、
参
加
者
の
代
表
者
31
人
が

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

出
水
市
と
さ
つ
ま
町
に
設
置
さ
れ
た
避
難
退

域
時
検
査
場
所
と
安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布

場
所
を
経
由
し
、
湧
水
町
、
芦
北
町
、
姶
良

市
へ
広
域
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

▲ 市災害対策本部と県災害対策本部のＴＶ会議

▲ 原子力防災アプリで
　 避難者受付

▲ 放射線の基礎知識に
　 関する講習会

▲ 避難退域時検査場所
　 （出水市総合体育館）

▲ 受け入れ先避難所
　 （湧水町栗野保健センター）



市役所からのお知らせ
information

～国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、

介護保険料～

　　　　　　　　　  問 　税務課　課税係　☎ 73-1203

　新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程
度収入が下がるなどした方に対して、各種保険税
（料）を免除または減額する制度があります。相
談・申請は税務課課税係で受け付けています。窓口
にお越しいただくか、お電話でご相談ください。
※ 令和４年度の各種保険税（料）のコロナ減免申請
　 期限は３月31日㈮までです。

新型コロナウイルス感染症の影響による

各種保険税（料）の減免があります

市税の納付方法が拡充されます

　　    　　 問 　税務課　管理係　☎ 73-1202

　令和５年４月から固定資産税、軽自動車税（種別
割）などの納付方法が拡充されます。ＱＲコードを
利用して、地方税共同機構（eLTAX）の専用サイト
「地方税お支払サイト」にアクセスすることで、ご
自宅のパソコンやスマホからクレジットカードなど
で納付できるようになります。
　また、スマートフォン決済での納付は、現在のバー
コードを利用する方法に加え、ＱＲコードを利用し
てもお支払いできるようになります。
　ご不明な点は税務課・管理係までお問い合わせく
ださい。

 問 　市民環境課　環境対策係　☎ 73-1219

　令和５年４月１日から市内のし尿くみ取り料金
が、下表のとおり改定されます。市民の皆さまのご
理解とご協力をお願いいたします。

し尿くみ取り料金が改定されます

料金 改定前（税別） 改定後（税別）
基本料金

（180ℓまで） 1,600 円 1,800 円

180ℓ超過分
（18ℓにつき） 142 円 170 円

事業者問い合わせ先
㈲阿久根清掃社　　☎72-0622
㈱ロックス　　　　☎73-1311
OFFICE K2C さつしん清掃　　☎73-1473

転出届はマイナポータルからも可能に！

 問 　市民環境課　住民年金係　☎ 73-1218

　転出届についてマイナポータルを通じたオンライ
ンでの届出が可能になりました。
　このサービスを利用する方は、転出にあたり阿久
根市役所への来庁が原則不要となります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ち
の方で、日本国内での引越しをする方がご利用いた
だけます。ご自身単身での引越しの他、ご自身と同
一世帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越しでも利
用可能です。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後
は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続
が必要です。

窓口手数料などのキャッシュレス決
済を導入します

 問 　市民環境課　住民年金係　☎ 73-1218

　多彩な決済方法を可能とし、手数料など支払い時
の利便性を向上させるため、令和５年４月から、市
民環境課、税務課の証明発行手数料や、総合運動公
園、風テラスあくねの施設使用料などについて、
キャッシュレス決済の導入を行います。
　なお、当面の決済方法は、ＰａｙＰａｙによるＱ
Ｒコードのみとなりますが、その他の決済方法をご
希望の場合は、今後検討してまいりますので、ご利
用の際、ご意見をお聞かせください。

デジタル庁のホーム
ページはコチラ ▶

マイナポイント申込期限が

　令和５年５月末まで延長に！

 問 　市民環境課マイナンバー専用電話　☎ 68-1231
　マイナポイントの第２弾の申込期間が、令和５年
５月末までに延長されました。

◉ 令和５年２月末までにマイナンバーカードの交
　 付申請をされた方
※ 以前マイナンバーカードを取得し、マイナポイ
　 ンの付与を受けてない方も対象となります

マイナポイント付与対象者
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　狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬を飼って
いる人は、犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が
義務付けられています。
　また、犬が死亡、飼い主が変わったなどの変更が
あった場合は、市役所での手続きが必要です。

　 問 　市民環境課　環境対策係　☎ 73-1219

犬の登録・狂犬病予防
注射をしましょう

◆場所・時間
　登録者に郵送する問診票または市ホームページ
（QR コード）で確認してください。
　また、年間を通して動物病院でも注射できます。

◆集合注射実施期間

４４月 11 11 日 火  、1313 日 木 、1717 日 月 、

             19             19 日 水  、2222 日 土

医療的ケアを必要とする障がいのある方へ

メディカルショートステイ
助成事業を新設しました

　　      　　 問 　福祉課　福祉係　☎ 73-1240
　家族の方の休息・用事、その他災害時などの理由
により、在宅での医療が困難な場合に、医療的ケア
を伴う宿泊サービスを利用する際の利用料を助成し
ます。

事業内容
◆ 助成内容
　 利用料（１泊：税込16,500円）の９割を助成
◆ 対象者
　 在宅で日常的に医療的ケアを必要とする障がい
　 のある方（障がい児、難病患者を含む）
◆ 利用できる事業所
　 レストケア出水在宅医療センター

事前申請が必要です

　　      　　 問 　水道課　管理係　☎ 72-0312
　令和５年１月24日から25日にかけての寒波の影響
による水道管の凍結・破損による漏水については、
水道料金の一部が減額できる場合があります。
　対象は破損部分の修理が完了されている方です。
申請方法は、水道課窓口に備え付けてあります「水
道料金減免申請書」に記入が必要です。その際、破
損場所の修理をおこなった業者の領収書または請求
書を提出してください。

　　　　　　　をされた方へ

水道料金を減額できます
寒波による漏水

　　      　　 問 　都市建設課　管理係　☎ 73-1183
　番所丘公園では「独立行政法人日本スポーツ振興
センタースポーツ振興くじ助成金」を活用し、ス
ケートボード場を整備しています。令和４年度中に
工事を完成し、令和５年４月から利用を開始する予
定です。

番所丘公園スケートボード場

４月１日から利用開始します

　市実行委員会では、大会を盛り上げるため、広報
用物品などを提供いただける協賛企業・団体を募集
しています。

燃ゆる感動かごしま国体
協賛企業・団体を募集しています

用途 内容
広報啓発用品 のぼり旗、横断幕、ティッシュ、

うちわ、ボールペンなど
歓迎装飾用品 のぼり旗、横断幕など
おもてなし用品 大会参加記念品、飲食料品など
大会準備・運営用品 識別用品（スタッフジャンパー）、

資料用袋など

◆ 提供・貸与いただきたい物品など

協賛企業・団体様への特典

◉協賛物品への企業名などの表示
◉市ホームページへの掲載
◉広報などへの掲載
◉感謝状の贈呈

　 問 ・　　スポーツ推進課　☎ 73-4649申

協賛企業・団体様など➡

協賛 ➡ 特典

阿久根市実行委員会

13



市役所からのお知らせ
information

毎年３月は「自殺対策強化月間」です
　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   問 　健康増進課　保健予防係　☎ 73-1228

　自殺は、さまざまな悩みにより心理的に「追い込ま
れた末の死」です。それは決して特別なことではなく、
「誰にでも起こり得る」いのちの危機です。
　自殺は、個人の問題ではなく、“ 身近な社会問題 ” で
す。この機会に、私たち一人一人にできることを考え
ることが大切です。

　悩みを抱え「こころの不調」から判断力や生きる意
欲を無くしている人、自殺を考えている人などは、気
分の落ち込み、表情が暗い、眠れない、食欲不振など
を伴い、何らかの心のサインを発していることが多い
といわれています。「いつもと違うな」と、周りの身近
な人の心のサインに気付いたら、「どうしたの？」と声
を掛け、話に耳を傾けてください。
　また、必要に応じて専門の相談機関を利用してくだ
さい。

気付き 家族や仲間の変化に気付いて、声を掛ける。

見守り 温かく寄り添いながらじっくりと見守る。

つなぎ 早めに専門家に相談するようにする。

傾　聴 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。

 こころの健康・いのちの相談など
 ▶ こころの電話
　  ☎ 099 - 228 - 9566・9567
 ▶ 鹿児島いのちの電話
　  ☎ 099 - 250 - 7000（24 時間受け付け）
 ▶ 鹿児島県精神保健福祉センター
　 （こころの問題や病気で困っている方や家族の相談）
　  ☎ 099 - 218 - 4755
 ▶ こころ・つむぎの会
　 （自死遺族の方の分かち合いの会）
　  ☎ 099 - 218 - 4755
 ▶ 阿久根市福祉課  児童福祉係
　 （子どもや家庭に関する相談）
　  ☎ 0996-72-3939
 ▶ 阿久根市健康増進課  保健予防係　
　  ☎ 0996 - 73 - 1228
 借金や生活・法律のことなど
 ▶ 法テラス・サポートダイヤル
　  ☎ 0570 - 078 - 374
 ▶ 阿久根市消費生活センター（消費生活相談）
　  ☎ 0996 - 73 - 1114
 ひきこもりや不登校・いじめのこと
 ▶ かごしま教育ホットライン
　  ☎ 0120 - 783 - 574
 ▶ かごしま子ども・若者総合相談センター
　  ☎ 099 - 257 - 8230
面接相談
 ▶ まちの健康相談室
　 （こころとからだの健康相談）
　 毎月第２火曜日  9：30 ～ 11：00
　 場所：保健センター
　（保健予防係　☎ 0996 - 73 - 1228）
 ▶ 社会福祉協議会
　（心配ごと相談・生活資金などの相談）
　  ☎ 0996 - 72 - 3778

周囲の支えや見守りが悩んでいる人の助けに

　長引くコロナ禍の影響で、生活や経済・暮らし
の困り事がある方、ストレスや不安など悩みを抱
える方が多い状況であると思われます。
　独りで悩みを抱え込まず、相談してみませんか。

全国共通の相談窓口

・よりそいホットライン　　☎ 0120 - 279 - 338
・こころの健康相談統一ダイヤル　☎ 0570-064-556
・子どもＳＯＳダイヤル　　☎ 0120 - 0-78310
・ＤＶ相談＋（プラス）　  　☎ 0120 - 279 - 889

県内・市内の相談窓口誰も自殺に追い込まれることのない社会へ

自殺予防のために私たちができること
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農地の売買・贈与・貸借・転用は許可が必要です
　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　   　　   　　    　　   問 　農業委員会　事務局　☎ 73-1249

農業者年金に加入しませんか

　農業者年金は、厚生年金などに加入していない農業者のための、国民年金（老齢基礎年金）に上乗せする積立方
式の公的年金です。

※農家の世帯主だけでなく、配偶者、後継者、
　後継者の配偶者なども加入できます。

◆ 保険料　月額２万円～６万７千円

◉終身年金。80歳までに亡くなられた場合は、死亡一時金があります。
◉一定の要件を満たす39歳までの農業者には、月額2万円のうち保険
料の一部（最大月額1万円）が国から助成されます。
◉保険料は自分で選べ、いつでも見直しができます。また、何度でも
脱退、再加入ができます。
◉60歳まで支払う毎月の保険料は、全額社会保険料控除の対象とな
るなど、税制面で優遇措置があります。

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　   　　   　　    　　   問 　農業委員会　事務局　☎ 73-1249

加入要件

◉国民年金１号被保険者
◉年間60日以上農業に従事
◉20歳以上60歳未満

特徴特徴

※加入される場合、国民年金と国民年金付加年金（付加保険料月額400円）に
　ついて納付届け出の手続きが必要です。
※国民年金基金と個人型確定拠出年金（イデコ）には重複して加入できません。

農地を農地のまま売買などするには
　農地を耕作目的で、売買、または貸し借りをする
場合は、許可が必要となります。（農地法第３条許可）

農地を耕作以外の目的で利用（転用）するには
　農地を耕作以外の目的で、利用（転用）するに
は、許可が必要となります。（農地法第４条、第５条
許可）

　　▶ 住宅を建てる
　　▶ 駐車場にする
　　▶ 太陽光発電施設を設置する
　　▶ 農業用倉庫を建てる
　　▶ 工事のための現場事務所などを一時的に設置
　　　 する　　など

ご注意ください！

◉自ら耕作のための農業用施設など（２アー
ル未満）を建てる場合、転用許可は不要です
が、届出が必要です。
◉農地の条件により、転用許可ができない場
合があります。事前に農業委員会にご相談く
ださい。
◉許可なく無断で転用した場合または転用許
可の計画どおりに転用していない場合など
は、工事の中止や原状回復などの命令がされ
る場合があります。（農地法第51条）
◉農地法違反の場合、罰則または罰金が科せ
られる場合があります。

　◆ 転用の例

農地転用

許
可
が
必
要

住宅、倉庫、店舗、工場な
ど の 建 物、 資 材 置 き 場、
再生可能エネルギー発電施
設、駐車場、道路、水路、
山林などの敷地
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くらしの情報くらしの情報
informationinformation

令 和 ４ 年 分 の 申 告 所 得 税 及 び 復 興
特 別 所 得 税 並 び に 消 費 税 及 び 地 方
消 費 税（ 個 人 事 業 者 ） の 確 定 申 告
の 振 替 納 付 日 は、 次 表 の と お り で
す。「振替納税」をご利用の方は、
振 替 日 の 前 日 ま で に 口 座 の 残 高 を
必 ず ご 確 認 く だ さ い。 な お、 振
替 納 税 に よ る 口 座 引 落 し が で き な
か っ た 場 合 は、 法 定 納 期 限 の 翌 日
か ら 延 滞 税 が か か る こ と に な り ま
す の で、 公 共 料 金 等 の 引 落 し に よ
り 残 高 不 足 と な ら な い よ う ご 注 意
ください。

問　出水税務署
　　☎0996-62-0200

申告所得税および復興特別所得税・
消費税および地方消費税の振替期日

福祉サービスに関する巡回
相談

市では、福祉に関するさまざまな問題
解決をサポートするために、あいわの
里相談支援センターに委託し、巡回相
談を行います。相談には、社会福祉
士、臨床心理士、理学療法士、言語聴
覚士、ジョブコーチなど専門の知識を
持った相談員が対応します。「身体や
こころに関すること」「家庭や子育て
に関すること」「福祉サービス利用の
こと」など、どのようなお困り事、心
配事でもお気軽にご相談ください。ま
た、予約は不要で、市民の方はどなた
でもご利用できます。
▶日時・場所　4/20㈭
　10：00 ～ 12：00　大川出張所　
　13：00 ～ 15：00　西目地区集会施
　　　　　　　　　　設
問　あいわの里相談支援センター
　　☎0996-75-2401

毎年4月2日は国連が定めた「世界自
閉症啓発デー」、また、同日から8日ま
では「発達障害啓発週間」です。自閉
症をはじめとする発達障がいの方は、
他人の意図や感情を直感的に理解した
り、言葉を適切に使うことなどが苦手
な場合があり、学校や職場でさまざま
な問題や困難に直面することがありま
す。これらは、親のしつけや家庭環境
が原因ではなく、脳機能の発達に関係
するもので、見た目には障がいがある
ことがわかりにくいため、行動や態度
が誤解されることがあります。発達障
がいの特徴を知り、正しく理解してい
ただくことが大切です。
問　県庁障害福祉課
　　☎099-286-2744

世界自閉症啓発デー・
発達障害啓発週間

黒の浜港蚤の市まつり＆多肉植物フェスティバル
令和5年4月2日（日曜日）10時～16時
場所　　阿久根市黒の浜港内

可愛い多肉植物が大集合！！

懐かしいレトロ雑貨や骨董品、古布、楽しいハンドメイド雑貨や美味しい食べ物など約20軒ほどの
お店が並びます。歌や踊りのステージもあります。ご家族揃って阿久根市黒の浜港に遊びに来て下さい。

有
料
広
告

「 老 若 男 女、 皆 で 楽 し む 」 を テ ー
マ に「 第 ３ 回 ふ か た み な と マ ー
ケ ッ ト 」 が 開 催 さ れ ま す。 キ ッ チ
ン カ ー や 飲 食 店、 ハ ン ド メ イ ド な
ど約20軒のお店が参加します。
▶日時　4/2㈰　11:00 ～ 16:00
▶場所　深田港（脇本）
▶主催　NOR CAFE

「第３回ふかたみなとマーケット」
開催【阿久根市後援】

危険ドラッグを乱用すると、おう吐や
けいれん、意識消失などが起き、死に
至ることもあります。また、精神へ影
響を及ぼし、自分の意志で乱用をやめ
ることができなくなる可能性もありま
す。好奇心などから安易に手を出した
ら絶対にいけません。近年、本県にお
いても、大麻による検挙者数が増加し
ています。特に30歳未満の若者の間
での増加が目立っており、増加の一因
として、インターネット上で大麻の危
険性に関する誤った情報があふれてい
るためと考えられます。家庭、学校、
地域などで危険ドラッグや大麻等の薬
物乱用防止に努めましょう。
問　 県 庁 く ら し 保 健 福 祉 部 薬 務 課　　
☎099-286-2804

３月 11 日～４月 10 日は「危険ドラッグ・

シンナー等乱用防止強調月間」です

県就職情報提供サイト

「かご Job」がリニューアル

UI タ ー ン を 含 む 県 内 企 業 へ の 就 職
希 望 者 に 企 業 情 報 等 を 提 供 す る 県
就 職 情 報 提 供 サ イ ト「 か ご Job」
が、 令 和5年2月 に リ ニ ュ ー ア ル を
行 い、 よ り 使 い や す く な り ま す。
この機会にぜひご活用ください。
※企業は無料で企業情報、求人情報、
インターンシップ情報等の掲載が可能
です。
問（登録入力に関する）
運営事務局：パーソルプロセス＆テク
ノロジー㈱
☎03-4431-3745　月～金 ９時～ 18時
問（事業に関する）
県庁産業人材確保・移住促進課
☎099-286-3098

かご Job
のサイト ▶

お花見楽しま Night
「夜桜」ライトアップ【阿久根市後援】

お花見を楽しんでいただくため、大
丸公園の桜をライトアップします。
▶期間　3/19㈰～ 4/9㈰
▶時間　18時～ 24時
▶主催　楽しま Night 実行委員会

申告所得税および復興
特別所得税 ４月 24 日㈪

消費税および地方消費
税（個人事業者） ４月 27 日㈭
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Ｐ
Ｄ
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学
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も
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や
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吸
器
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Ｏ
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性
閉
塞
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肺
疾
患
）
は
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肺
の
生
活
習
慣
病
で
す

鹿児島県のＣＯＰＤによる死亡率は高い
（人口 10 万人あたりの死亡者数）

「全国ワースト６位（令和元年）」

気になる症状がある

方は早めの受診を！長
期
の
喫
煙
な
ど

坂道・階
段などで
の息切れ

慢性のせ
き・たん

少し体を
動かすだ
けでも息
切れ

慢性のせ
き・たん

呼吸不全

心不全

　　など

▶ ▶ ▶

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）
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日
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折
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で
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し
て
い
る
。

作
品
を
作
る
こ
と
が
毎
日
の
日
課
で

あ
り
、
手
先
を
動
か
す
こ
と
が
元
気

で
い
ら
れ
る
秘
訣
で
す
」
と
優
し
い

笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

み
物
が
大
好
き
。
そ
う
話

す
の
は
、
今
月
で
99
歳

を
迎
え
る
櫨は
し

サ
ダ
子
さ
ん
。
来
年

１
０
０
歳
を
迎
え
る
櫨
さ
ん
で
す
が
、

編
み
物
や
折
り
紙
が
趣
味
で
、
こ
れ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。

　

元
々
、
編
み
物
が
好
き
で
、
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素
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帽
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。

編
み
物
は
す
べ
て
自
己
流
で
行
っ
て

      
編

「あくねの元気者」大募集！ 75 歳以上の方で話題性のある方をお待ちしております。
問  介護長寿課　高齢者支援係　☎ 73-1241 ／ FAX 73-0297 ／　  korei@city.akune.kagoshima. jp

ＶＯＬ .12

櫨
はし

 サダ子さん（98）

（寺山区）
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　今年もまた桜が咲く頃になりましたね。

　阿久根大島に野宿して、この街に住むと決めてか

ら約３年、沢山の方に支えられ、微力ながら地域の

方と共にワクワクするまちづくりを行えたこと、本

当に感謝の思いでいっぱいです。ありがとうござい

ます。今年の３月で協力隊を卒業になりますが、引

き続き阿久根に身を置き、少しずつですが、美しい

自然を活用した地域貢献を継続していきたいと思っ

ていますので、よろしくお願いします。

　夏には、自身のお店を構えてシーカヤック＆リ

バートレッキング＆マウンテンバイクツーリングを

メインとしたツアーを実施したり、シーズンオフに

コーヒーや期間限定の食の販売を行ったり、時々、

キッズシッターやフリーマーケット等もやっていけ

たらと考えています。縁もゆかりもない場所であっ

たところが、住みたいと思う場所へ変化した、阿久

根にはそう思わせる人の魅力が本当にあると身を

もって感じています。

　”ふらっと立ち寄りたい！！”

そんなあったかいお店をこの阿久根で作っていけた

らなぁと思っているので、気軽に遊びに来ていただ

けたらとっても嬉しいです。

（地域おこし協力隊・津﨑信
し の

乃）

　今年度は、地域の方と接する機会を増やす事に注

力し、アクティビティ（カヤック、サップ）体験、

ツドリ場（地域交流の場）でのピザ作り体験、サト

ウキビ狩り＆黒糖作り体験など様々な体験を実施し

ました。地域の方とお話をする機会も増え、知らな

かった事、阿久根の魅力や方言を入手する事もでき

ました（笑）

　体験では、市民の方はもちろん、近隣市町からの

参加者も多く、市外の方にも「阿久根市」を発信す

る事ができ、とても嬉しく思います。「阿久根って

面白いね、楽しいね」と言われるように、来年度も

活動に磨きをかけていきますので、今後とも、よろ

しくお願いします。

　各体験はＳＮＳで発信してます。この機会にぜひ

チェックしてみて下さい！

（地域おこし協力隊・中原　雅
まさ

）

地域おこし協力隊の津崎です。地域おこし協力隊の津崎です。

地域おこし協力隊の中原です。地域おこし協力隊の中原です。
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阿久根の美しい自然の中
で、魅力を再発見し、得
意を生かして阿久根を盛
り上げたい。活動の様子
をお伝えします。



地域おこし協力隊の福㟢と桐野です。地域おこし協力隊の福㟢と桐野です。

　昨年の４月に着任してから、色々な方に支えていただい

て、約 11 か月が経ちました。

　今年度は、阿久根市内の事業所を訪問・取材して、企業

紹介を含めた求人の記事を作り、企業の魅力発信を行って

きました。

　記事を読んだ方が、気になった企業で働いた時のイメー

ジがつきやすいように、企業の雰囲気や温度感を、私たち

が感じた言葉や、写真を通して伝えられたらいいな、と心

がけてきました。

　作成した記事は、「note」というウェブサイトで投稿して

いますので、ぜひチェックしていただけると嬉しいです！

　来年度は、阿久根市外の 10 代 20 代の若者を誘致して、

若い世代の阿久根ファンもたくさん獲得していきたいなと

思っています。阿久根市内の魅力ある企業さん、漁家さん、

農家さんのことを、もっと多くの方々に知って頂いて、若

い世代の市内企業への就職、市内への定住・移住、関係人

口の獲得に繋がるきっかけが作れたら、と思います。

　そして、母校である鶴翔高校の生徒さん方との接点も増

やしていきたいなと思っているので、何か一緒に取り組め

ることがあればいいなと、今から楽しみです。

　「求人あるよ！」という事業所さんがいらっしゃいました

ら、お気軽にご連絡いただけますと、嬉しいです！

（地域おこし協力隊・福㟢　望
のぞみ

、桐野　恵
あ や か

佳）

▲ 作成した note 記事

▲ 市内企業の取材の様子

企業の魅力発信に関す

る記事はコチラ（note、

Instagram）
▶
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阿久根市地域おこし協力隊 Facebook、Instagram もあります。

協力隊への連絡は　阿久根市役所 商工観光課（☎ 0996-73-1114）

企画調整課（☎ 0996-73-1215）

　　　　　　　　　（株）まちの灯台阿久根　 （☎ 0996-72-3646）まで。



みんなのアルバム
まちの話題

　尾崎小で１月27日、恒例の郷土ジャンボカルタ大会が
行われました。ジャンボカルタは市教育委員会が作製し
た郷土の史跡や風土をテーマにした句のカルタを拡大し
たもので、同校で30年以上前から使用されており、札の
絵を描いたのは歴代の卒業生たちです。
　児童３人は保護者や先生とチームを組み、札の獲得数
を競いました。参加者は広い体育館の床に配置された取
り札を見つけると「あった」と走り出し、躍動感あふれ
るカルタ合戦が展開されました。４年の尾崎琉

る い と
唯斗さん

は「走り回ってするカルタは楽しかったです」と元気に
話しました。

巨大カルタ合戦に子どもも大人も躍動
～尾崎小　郷土ジャンボカルタ大会実施～

　阿久根市安全運転管理協議会と同協議会青年部が、自
転車に乗る機会が多い外国人技能実習生に、自転車用の
フラッシュライトを寄贈し、外国語で交通ルールが書か
れたポスターを使い、安全運転を呼びかけました。　
　特に自転車の往来が多い水産加工団地に所在する事業
所を中心とした市内７事業所に約70個を寄贈しました。
　２月１日に㈲やまた水産加工で寄贈式が行われ、ベト
ナムが母国のグエン・トゥ・フエンさんは「ポスターは
わかりやすくて良い。日本の交通ルールを勉強したい」
と話しました。同協議会の新村正

まさあき
明副会長は「ポスター

で日本の交通ルールを学んでもらい、事故がないよう、
マナーアップにも努めてもらいたい」と話しました。

日本での自転車の運転、ご安全に
～外国人技能実習生へ交通安全啓発グッズ寄贈～

　( 公社 ) 日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会
が、第26回参議院議員通常選挙に係る総務大臣表彰を受
賞され、２月14日、阿久根市役所にて表彰伝達式が行わ
れました。
　これは、同協議会が令和４年７月10日に執行された参
議院議員通常選挙の公示前である６月11日、阿久根市に
おいて『高校生模擬選挙かごセレ』を開催し、ＳＮＳ等
の情報媒体を通じて、主に北薩地区の高校生を対象とし
た選挙啓発活動を行ったことが認められての受賞となり
ました。
　同協議会2022年度会長の和田真

まさあき
明さんは「仲間の励み

になります」と笑顔で話しました。

総務大臣表彰を受賞
日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会

　阿久根中陸上部が、県いきいき教育活動表彰に選出さ
れ、２月17日に表敬訪問がありました。この表彰は県教
育委員会が行うもので、教育、文化、スポーツ活動など
の分野で、全国レベルの競技会やコンクールなどにおい
て上位入賞し、人物・性行が良好な者が表彰の対象とな
ります。
　今年度は県内で40件の個人・団体が対象となり、同部
においては、令和４年８月に開催された令和４年度全国
中学校体育大会・第49回全日本中学校陸上競技選手権
大会（女子４×100ｍＲ）にて、第３位（九州中学新記
録）に入賞した功績が認められての受賞となりました。

県いきいき教育活動表彰受賞
～全国３位の功績、阿久根中陸上部～
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　脇本小で２月25日、阿久根ライオンズクラブが製作し
た交通安全啓発看板の贈呈式がありました。
　贈呈された看板は、脇本小の児童１８９人が考えた標
語の中から各クラス１作ずつ合計７作品の標語をテーマ
にライオンズクラブが作成。
　同小学校学校運営協議会において、通学路に危険な道
が多いことから、地域を巻き込んだ交通安全啓発活動を
行うことが決定されたことが発端。活動に賛同した阿久
根ライオンズクラブが看板の製作を買って出ました。
　標語を書いた、６年の野村海

か ん な
凪さんは「標語を読んで

交通安全の意識を高めてほしい」と話しました。

標語看板で地域の交通安全啓発
～ライオンズクラブ、脇本小で看板贈呈式～

　鶴川内小５・６年の児童５人が、２月21日にしいたけ
の駒打ち体験をしました。森林の働きや森林資源を守る
ための取り組みを学ぶ授業の一環で、県北薩地域振興局
の食育支援の出前授業を活用し、実施されたものです。　
　児童は同局林務水産課の職員２人に指導を受けなが
ら、用意されたクヌギの原木20本に、チョークで印を付
けた後、電動ドリルで穴をあけ、しいたけの菌を金づち
で打ち込みました。
　５年の池田幸

こ う し ろ う
司郎さんは「ドリルを使った穴あけは初

めてで面白かったです。大きく育って欲しいです」と話
しました。

おいしいしいたけ育つかな
～鶴川内小　しいたけの駒打ち体験～

　阿久根めぐみこども園が、保育実践論文募集「2022年
度ソニー幼児教育支援プログラム」に応募し、優良園を
受賞しました。この企画は、（公財）ソニー教育財団が、
子どもたちの主体的な遊びや生活を大切にした保育実践
に関する論文を広く募集しているものです。
　同園に勤務する坂松 魁

かいしゅう
洲 先生がトカゲの飼育と独自

の図鑑づくりを通して、派生していく子どもたちの気付
きや発見を論文にまとめました。坂松先生は「受賞はう
れしい。まとめる中での気づきもあり、自分の学びにも
なりました」と話しました。同園の輿水 基

もとい
園長は「園

児の気づきを深める視点を持つことが大切。園全体で、
改めて考えるいい機会となりました」と話しました。

保育実践の論文で優良園
～阿久根めぐみこども園、初応募で初受賞～

　野村建設工業㈱が、２月６日に市内企業で初めて、か
ごしま「働き方改革」推進企業認定を受けました。この
制度は県が県内企業の働き方改革に向けた積極的な取り
組みの促進を目的として創設しているものです。
　同社の野村公

こう
代表取締役社長は「労働環境を良くし、

社員の満足度の向上が大切。そのことが人材確保などに
もつながる。地域のエッセンシャルワーカーの企業とし
て、Ｉ・Ｕターンの就職先として選ばれるような企業に
なれれば」と話しました。
　同社は社内で社長を含めた推進チームを作り、働きや
すい職場づくりに取り組むこととしています。

市内企業で初！働き方改革の取り組み
～野村建設工業、「働き方改革」推進企業認定～

▲標語が採用された児童７人と寄贈された看板▲標語が採用された児童７人と寄贈された看板
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みんなのアルバム
まちの話題

　大川地区の證
しょうかいじ

海寺の河津桜が２月初旬に見頃を迎え、
夜間のライトアップや、土日には駐車場で地元特産品販
売会やいわしのふるまいが実施されました。
　この取り組みは、桜の見物客に楽しんでもらおうと、
同寺の仏教壮年会・婦人会が行っているものです。
　３年ぶりとなった今年は、さらに楽しんでもらおう
と、近くの畑に菜の花を初めて植栽。桜と同時期に見頃
を迎え、一帯には桜のピンクに加え、菜の花の黄色と緑
のカラフルな風景が広がりました。また、夜には、ライ
トアップされた桜の鮮やかなピンク色が暗闇に浮かび上
がり、昼間とは異なった幻想的な光景となっていました。
　壮年会会長の寺地兼

け ん じ
二さんは「桜と一緒に地元の特産

品も楽しんでもらい、大川地区の良さが伝われば」と話
しました。

地域で桜見物客をおもてなし
～大川地区證海寺　河津桜が見頃～

氏名 学校 出場大会など
阿久根中学校陸上部 阿久根中 第 49 回全日本中学校陸上競技選手権大会（共通女子４× 100 ｍＲ）西園、髙口、上野、楠田、太田、出口

楠田　ゆうな 阿久根中 第 49 回全日本中学校陸上競技選手権大会（共通女子 100 ｍ）、第 53 回 U16 陸上競技選手権大会（女子 100 ｍ）

君島　虎太郎 阿久根中 第 52 回日本少年野球春季全国大会、第 53 回日本少年野球選手権大会

髙口　永恋 阿久根中 第 49 回全日本中学校陸上競技選手権大会（共通女子 100 ｍＨ）、第 53 回 U16 陸上競技選手権大会（女子 100 ｍＨ）

中村　尚暉 阿久根中 第１回全日本 UJ フレッシュボクシング大会（64 ｋｇ級）、第９回全日本 UJ ボクシング王座決定戦（64 ｋｇ級）

山口　遼人 阿久根中 第 28 回全国ジュニアラグビーフットボール大会

白坂　優気 鹿児島情報高校
第 90 回日本高等学校選手権水泳競技大会（４× 100 ｍメドレーリレー、４× 100 ｍリレー、４× 200 ｍリレー）、
第 77 回国民体育大会（50 ｍ自由形、100 ｍ自由形、４× 100 ｍリレー）

江口　恭平 佐賀東高校 令和４年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会

坂元　瑠菜 鹿児島南高校 第 75 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会（女子４× 100 ｍＲ）

上野　優月 神村学園高等部 第 75 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会（女子 3000 ｍ）、第 34 回全国高等学校女子駅伝競走大会

白坂　大輝 鹿児島情報高校
第 90 回日本高等学校選手権水泳競技大会（1500 ｍ自由形、４× 200 ｍリレー）、第 77 回国民体育大会（オープンウォー
タースイミング、４× 200 ｍリレー）、第 43 回 JSCA ブロック対抗水泳競技大会（1500 ｍ自由形、400 ｍ自由形）、
第 98 回日本選手権水泳競技大会（オープンウォータースイミング）

田野井　惇 神戸弘陵学園高校 第 23 回全国高等学校女子硬式野球選抜大会、第 18 回全日本女子硬式野球選手権大会

西田　陽生 出水工業高校 第 76 回全国高等学校ボクシング選手権大会（ライト級）

濵田　玲将 鹿児島南高校 第 75 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会（ハンマー投）、第 77 回国民体育大会（少年男子 A ハンマー投）

　社会体育の分野において、全国大会出場など素晴らしい活躍を収められた１団体
と15名の選手にそれぞれ表彰状が授与されました。（敬称略、順不同）

氏名 学校・勤務先 出場大会など
西田　海音 日本体育大学 第 77 回国民体育大会　ボクシング競技（ライト級）

尾塚　愛実
京セラ㈱鹿児島

川内工場
第 24 回夏季デフリンピック世界大会　女子バレーボール競技

阿久根市社会体育優秀選手表彰

阿久根市体育協会優秀団体・選手表彰

阿久根市社会体育優秀選手・阿久根市体育協会優秀選手等表彰
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　第70回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が２月18
日から22日までの５日間に渡って開催されました。
　出水チームは、目標である２日目日間優勝、Ａクラス
死守を達成し、総合４位という好成績でした。
　今大会は特別大会として、２日目の１区を中学生区間
として設定され、郷土入りとなる２日目の出水チームは
中学生の頑張りもあり、３年連続の日間優勝を飾り、地
域の方に元気を与えました。
　また、出水チームは最終日にも日間優勝を果たすな
ど、郷土選手の活躍が光る大会となりました。

郷土を激走。出水チーム好成績
～県下一周駅伝～

　赤瀬川地区のボランティア団体「あかいご食堂」が２
月19日、昼ご飯をふるまう「ちいき食堂」を実施し、
ボーイスカウト阿久根の親子連れ30人が参加しました。
　今回の取り組みは、鹿児島市の㈱カミチクホールディ
ングスが、肉食を通して命への感謝・食への興味を感じ
てもらうことを目的として、食肉５キログラムの提供を
行ったことにより実現。鶴翔高校生が育てた肉牛からと
れた肉を使用した牛丼が振る舞われました。
　食事の前には、鶴翔高校生らが肉牛を育てる経過を説
明し、子どもたちは興味津々。参加した阿久根小５年の
髙口滉

こ う た
太さんは「今日食べた牛だけでなく、他の生き物

を食べるときも感謝をしていきたい」と話しました。

おいしい牛肉を召し上がれ
～あかいご食堂でカミチクＨＤ寄贈肉の提供～

　小中学生の大会で全国優勝17回を誇り、歴史と伝統が
深い大川剣道。中学生剣士たちに大川剣道の雰囲気と教
えに触れてもらおうと、大川中学校の体育館と道場で、
２月25日に剣道の錬成会が開催されました。
　企画をしたのは、大川剣道少年団のＯＢで、熊本県の
西山中の剣道部を指導する大田住

すみあき
明先生と父親が大川剣

道少年団ＯＢで、帖佐中で剣道部を指導する川畑地
だ い ち

球先
生。地元在住のＯＢなどの力を借り、実現しました。大
田先生と川畑先生は「恵まれているとは言えない時代・
環境でも結果は出せる。今の自身の置かれた環境に感謝
することが大切だと伝えたかった」と話しました。
　県内外の強豪校など20校、約150人の中学生剣士が集
まり、大川地区には久しぶりに、朝から中学生剣士の気
合の声がこだましていました。
　参加した阿久根中１年の濵﨑紗

さ な
奈さんは「身近に剣道

で全国的に有名な地区があることはすごい。他校の生徒
との交流はとても勉強になります」と話しました。
　地元ＯＢの濵田洋

よういち
一さんは「大川剣道が大事にしてい

る人間形成の部分を学んでほしい。大川剣道の師である
下薗重

し げ し
志さんも喜んでいると思う」と話しました。

中学生剣士、大川剣道の精神に触れる
～剣道の聖地大川で剣道錬成会開催～

23



阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」
そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介しますそこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

9696

　　　 動と挑戦・友情と連帯｣ をテーマに、１月 24 日㈫～ 27 日㈮まで修学旅行が行われました。ルミネ the よしもとでは、
劇場で生のお笑いライブを楽しみ、奥日光では－ 17℃の吹雪の中で初めてのスキー体験、ディズニーリゾートでは

アトラクションやパレードを満喫し、上野ではそれぞれで自主研修を行いました。中村爽
さ や

椰さん（阿久根中）は「大変なこ
ともたくさんありましたが楽しかったです。特に、東京の自主研修で駅に入ったときには、もう二度と出られないかと思い
ましたが、自力で脱出できたことで自分に自信を持つことができるようになりました｣、松木倫

み ち こ
子さん（三笠中）は ｢修学旅

行で初めて九州から出ました。東京は the 都会という感じがして、ルミネ the よしもとから見た景色はとてもきれいでした。
普段では経験のできないことが体験できて、この修学旅行にかかわったすべての方たちに感謝だらけの４日間でした｣ と語っ
てくれました。生徒それぞれが、たくさんの経験とかけがえのない思い出を得ることのできた、素敵な４日間となったよう
です。

月 18 日㈯から５日間の日程で、今年も県下一周駅伝が開催されました。これは今年で 70 回目を数える伝統ある大会で、
全 53 区間 583.0km を 12 チームで争いました。本校からは４選手が出場し、それぞれの所属するチームで力強い走り

を見せてくれました。スポーツ健康科学系列に所属する陸上部２年の砂川翔
しょうた

太さん（鶴川内中）は「初めての県下一周駅伝だっ
たが、自分の力を出すことができた。３日目の１区を走ったときは、地元
の方々の応援のおかげで元気をもらい、走りきることができました。次は、
自分の走りで元気を与えられるように頑張ります」と語ってくれました。
来年度も県下一周駅伝の舞台で活躍してくれることを期待します。各選手
の所属チームと区間は右記の通りです。

　　　 月８日㈬、３年生の受験報告会が行われました。進学・就職合わせて 15 名の生徒が、その進路を選んだ理由や試験、
面接などに向けた対策を始めた時期、苦労したことなどを詳しく説明してくれました。また、各々が１・２年生に向

けて、自分が受験で体験したことをもとにアドバイ
スを送ってくれました。１・２年生は先輩たちのア
ドバイスを真剣な様子で聞いており、自分の進路に
ついて真面目に考えているようでした。３年生が進
路実現のために努力してきた姿を参考に、１・２年
生は自分たちの進路学習に役立てて欲しいです。

「感

県下一周駅伝

修学旅行

２
受験報告会

２

スポーツ健康科学系列・陸上競技部
　３年　牧内天

てんゆう
優さん（阿久根中）

　　　　出水チーム　３日目第２区、４日目第４区
　３年　德留洸

こう
さん（宮之城中）

　　　　川薩チーム　３日目第 10 区、５日目第８区
　２年　池之上慶

け い た ろ う
太朗さん（大口中央中）

　　　　伊佐チーム　２日目第２区、５日目第３区
　２年　砂川翔

しょうた
太さん（鶴川内中）

　　　　出水チーム　１日目第２区、３日目第１区
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※「見守り新鮮情報」（独立行政法人国民生活センター発行）

e
エ コ

c o 通 信

あ く ね

　  問  市民環境課 環境対策係　☎ 73-1219

使用済小型充電式電池による
火災発生防止にご協力ください

　　  ２月の生ごみ収集量

　 79,072kg （前月比 -13.8％）

小型充電式電池は、ごみステーションに
は出せません

　小型充電式電池は、携帯電話やノートパソコン、ビデ
オカメラなど幅広い電子機器や家電製品に使用されてお
り、分別されずに出されたものが原因で廃棄後にごみ収
集車や処理施設で発火し・火災を招いた事例が発生して
います。
　使用済小型充電式電池は、次の設置場所に設置してあ
るリサイクルボックスをご利用ください。

◉

ひとこと助言ひとこと助言

困った時はご相談を！
阿久根市消費生活センター（商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎ ７３ - １２７８

◉「デジタル遺品」（デジタル環境を通してしか
実態がつかめない遺品）について、遺族から、
ＩＤやパスワードが分からず定期購入や月額制の
サービスをスムーズに解約できない、ロックが
解除できず端末内の電子マネーやネット取引の
状況が把握できないなどの相談が寄せられてい
ます。
◉終活の一環として、端末のロック解除方法、
退会が必要なサイトとそのＩＤやパスワード、ネッ
ト関連の金融資産などについてノートなどに記
し、家族などに伝える手段を講じておきましょ
う。
◉遺族の方は、まず契約先に手続きについて確
認しましょう。

◆　設置場所
　・阿久根市役所市民環境課
　・三笠支所
　・大川出張所
　・回収協力店舗（（一社）JBRCのHPから協力店を検索）

※（一社）JBRC の会員企業の製品のみが回収対象です。

小型充電式電池の種類

ニ
カ
ド
電
池

ニ
ッ
ケ
ル

水
素
電
池

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池

誘導灯、
コードレステレホンなど

デジタルカメラ、
電動アシスト自転車など

コードレス家電、
ノートＰＣ、モバイル
バッテリーなど

次の点に注意して出してください

１　発火のリスクを減らすため、電池は使い切る。
２　電池パックや分離ができない製品は、絶対に解体しない。
３　リード線や金属端子部が露出したものは、ビニールテープなどで必ず絶縁してください。
　　ショートにより、発火・発煙の原因になる恐れがあります。

一部回収できない電池がありますので、
詳しくは市ホームページをご確認ください。
（回収対象電池など（市ホームページ））

▶

◀（一社）JBRC
   のホームページ
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図書館だより

【投稿先】〒 899-1696 阿久根市鶴見町 200 番地「阿久根市総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
　　　　氏名（ペンネーム可）・住所・電話番号・年齢・性別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。　

　8021-37-6990】話電【  pj.amihsogak.enuka.ytic@ohokohsih】ﾙｰﾒ【 ※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。
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お知らせ

新刊

新刊

新刊

新刊
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☎ 0996-72-0607
9:00 ～ 19:00

 休 原則月曜日

 
 

＜４月の行事＞

　 『よき時を思う』 宮本 輝 （著）

　 『不思議カフェ NEKOMIMI』 村山 早紀 （著） 　 『ねこのおふろや』 くさか みなこ （文） 北村 裕花 （絵）

ここは満月の夜にだけひっそりひらくねこ
のおふろや。今日もたくさんのねこたちで
賑わっているようです。番台でお金を払っ
て、準備ができたらおふろばへ。おふろの
楽しみのひとつが、ねこ同士の気楽なおし
ゃべりで…。

　 『数学の女王 』 伏尾 美紀 （著）

　心のバランス、前を向く気持ち。１冊の本にヒントが見つかるかもしれ
ません。カウンターの横 , 特設コーナーにご用意しました。

毎日こつこつと働き、余暇には本を読み、
紅茶を淹れて音楽を聴く。つつましく生き
てきた律子に人生の終盤、ある奇跡が訪れ
…。

90 歳の記念に祖母が計画した、家族のた

16 歳の日の出会いと別れの記憶…。孫の

苦難と情熱を知る。

バンビ教室　　　　　１日（土）
子育て支援（折多）　  ７日（金）
ブックスタート　   　14 日（金）
映画会　　　　　  　 15 日（土）
子ども読書の日記念
読み聞かせ　　　　   22 日（土）

＜ヒントな本！集めました＞

博士号を持つ警察官・沢村依理子は、道警
本部の警務部に異動となる。新札幌の新設
大学で爆破事件が発生し、沢村は突然捜査
一課配属に。公安との駆け引きの中で進め
ていく捜査。しかも沢村は班長を任される
ことに…。

   

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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今月の題字
お便り待ってます！

〈応募方法〉
　郵便もしくはメールでお便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本市へのご意見やご要望などをご記入くだ
さい。なお、紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、他者
を特定する情報は削除する場合もあります。
〈応募先〉
　〒 899-1696　阿久根市鶴見町 200番地
　「阿久根市役所総務課  きいてよ！阿っくんコーナー」まで
　E-mail  :  hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
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前月比 

人　口 18,878人（ - 4 ）

男 8,941人（ - 5 ）

女 9,937人（ + 1 ）

世帯数 9,817 世帯（ - 4 ）

●出生 14人/

●転入 50人/

●死亡 34人

●転出 35人

　今年一番楽しかったことは、平川動物園へ遠足に
行ったことです。ふだん乗らない電車や新幹線、バス
で行きました。キリンやホワイトタイガー、カバが見
れてよかったです。４月からは、それぞれ別の学校に
行きます。たくさん友達ができることが楽しみです。
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尾崎小学校

「阿」　５年　川畑禀子さん
「久」　４年　尾﨑琉唯斗さん

　阿久根市在住の児童・生徒らで結成しボランティアな
どを行うジュニア・リーダークラブBAMBI に所属する福
永綾音さんが２月16日、風テラスあくねに、手作りのポ
スター掲示板を寄贈しました。「卒業制作で作成したも
のを風テラスで使ってほしい」と、福永さんから連絡が
あり、市側が、持ちあわせの無かった立て掛け式のポス
ター掲示板の作成を依頼したことが事の発端。制作・寄
贈を行った福永さんは「地域に何か協力をしたいという
思いで作りました。自分で作ったものが風テラスに残っ
ていくのが嬉しいです」と話しました。

卒業記念にポスター掲示板寄贈

山下校区でタケノコ堀り体験

　山下地区の松元安秀さんの竹山で、２月25日に山下小
の児童など山下校区に住む児童・生徒13人がタケノコ堀
り体験をしました。
　これは山下小や地域住民で組織する山下地域学校協働
会議が主催で行われたものです。
　児童らは、土から頭をだしているタケノコを見つける
と、周りの土を鍬で一生懸命掘り下げ、収穫を楽しみま
した。
　山下小３年の野﨑望哉斗さんは「今年は大きいのが獲
れました。食べるのが楽しみです」と話しました。

秀弘さんは「地域の子どもたちに
収穫体験を通して、食の大切さを学んでもらえれば」と
話しました。

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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月
号

開催まで

206206 日

開催まで

227227 日
▶ ▶

※広報発行日（３月 15 日）時点

お知らせ

Zoom のミーティングをビジネスに活かす無料講座！

オンラインミーティング入門講座
～ミーティングを主催しよう編～

対　象

日　程

会　場

費　用

Zoom でオンラインミーティングに参加
したことがある方

ビジネスの現場で役立つオンラインミーティング
「Zoom」のホスト（主催）の操作方法をシナプスの
ライブ配信担当スタッフが紹介致します。

WiFi が接続でき、Zoom がインストール
されているノートパソコン持参物

4/12（水） 11 時～ 17 時
50 分間（前日までに要予約）

ひがさやま阿久根店
鹿児島県阿久根市赤瀬川 2798-1

無料

ご予約・イベントに関するお問い合わせ

099-813-8699

〒890-0053 鹿児島県鹿児島市中央町 6-1

［9：00-21：00/ 年中無休］

このイベントは、鹿児島市中央町で待機してい
るシナプスの専門スタッフに直接相談出来るテ
レビ電話システム「シ
ナプスサテライト」を
使って提供致します。
※シナプス会員なら各
種手続も行えます。

第第７７回回 陶陶芸芸「「土土のの音音」」作作品品展展

場 所 西目地区構造改善センター

（阿久根市西目2142-2）

日 時 令和５年 ４月１日（土） ９：００～１７：００

４月２日（日） ９：００～１６：００

代 表 野村 利行 ０９０－８８３３－８３００

休日の窓口開庁を実施します

転入・転出・転居に関する手続きができます

　転入・転出・転居に関する届け出を受け付け
ます。届け出の内容によっては、後日来庁いた
だく必要がありますので、ご了承ください。
　なお、手続きには、本人を確認するもの（マ
イナンバーカード、運転免許証など）が必要で
すのでご注意ください。
　また、念のため、印かんをご持参ください。

市民環境課、水道課、学校教育課：転入・転出・転居に伴うこと
福祉課：子ども医療費、児童手当に関すること

8：30 ～ 17：15（12：00 ～ 13：00 は除く）

開庁日時

開庁窓口・業務

４ ４ 月 １   １   日 土   ・２２    日 日  

ベンリー出水･阿久根店

0120-08-0185通話
無料

が運営しています。

出水市麓町1474

あなたの暮らしのお困りごとを解決します！あなたの暮らしのお困りごとを解決します！

W85ｘH50

第 17 回
阿久根うに丼祭り
４４月１１日㈯～４４月 2828 日㈮　
市内飲食店参加店舗で開催します。
詳しくは阿久根市観光サイトをご覧ください。




